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過熱の原因は…？

大曲事業所 髙橋　章友
今回は、無停電による「年次点検」の実施によって、受電設備の異常箇所を発見し、電気事故を未

然に防止することができた事例をご紹介いたします。

ある製造工場において、「無停電年次点検」を実施しました。点検項目の中に放射温度計を使用し

キュービクル内の高圧機器や電線接続部を温度測定する項目があり、早速その作業を開始しました。

電源側から順番に測定し、動力用変圧器の低圧側接続端子部を１相ずつ測定したところ、Ｒ

相（赤相）30℃、Ｓ相（白相）30℃、Ｔ相（青相）70℃でした。通常であれば各相ばらつきが

なく、ほぼ同じ温度が測定されるはずですが、Ｔ相（青相）のみが異常に高い値が測定され、何度も

測定をやり直しましたが同じ結果となり、測定上のミスがないことから、接続端子部が過熱している

と判断し、連絡責任者の工場長さまに状況をご説明しました。

その結果、できるだけ早い時期に停電して「臨時点検」を実施させていただくこととし、工場の稼

動しない休日に問題の動力用変圧器の低圧側接続端子部の締め付けや圧着端子の状態を点検しまし

た。

しかし、予想していた緩みがなかったことから、さらに変圧器内部の点検を行ったところ、高い温

度が測定されたＴ相（青相）の変圧器巻線と変圧器低圧側端子との接続箇所に明らかな緩みが認めら

れたことから、過熱の原因がこの緩みによるものと断定し、慎重に締め直しを行い、他に異常が無い

ことを確認して受電しました。翌日、工場稼働日に再度訪問し、放射温度計で測定したところ、ばら

つきはなくなり、各相とも30℃前後で推移し、異常温度は解消しました。

普段電気が通じている箇所は触手による異常温度上昇（過熱）の有無チェックは困難であるため、

当協会では赤外線放射温度計や示温テープ（サーモラベル）などによりお客さま設備の管理を行い、

異常発見に役立てております。

今後も今回の経験を生かし、「放射温度計」を活用した電気事故の未然防止に努めてまいりたいと

思います。

▲放射温度測定の様子
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